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12/11
締切 博士号

取得支援事業

2019(令和１)年度

■ 採用予定人数
特に人数は定めません。

■ 助成金の支給
・支給金額は一人あたり年間50万円
・支給期間は１年
・支給日は2020年３月

■ 応募資格
以下の条件を満たす者
・50歳以上（性別、国籍、所属を問わない）
・日本国内に在住している者
・博士課程（博士後期課程を含む）に在籍
するか、論文博士号の取得をめざし、か
つ実行性の高い研究計画書を作成した者、
もしくは博士論文の一部をすでに作成し
た者

・日本国内の大学で博士号を取得予定の者
・当財団のホームページ及び情報誌にて、
　氏名・年齢・研究タイトル・写真の公開
　を了承する者

■ 応募方法
（１）提出書類
　　　・指定申請書
　　　・身元証明書
　　　・研究計画書
　　　・推薦書　　ほか
　　　詳細は募集要項でご確認ください
（２）応募締切日
　　　2019年12月11日（水）必着

■ 選考
提出書類および面接により選考

生涯学習開発財団は、「人間は感動する心を失わず、何ごとかを学び続ける限り、年齢にとらわ
れない生き方をすることができる」という理念のもと1983年に設立されました。
平均寿命が延びる今、定年後も学習を継続し、社会へ貢献し続ける中高年の存在は、日本社会
にとって大きな支えとなります。
財団では、現在博士号の取得を目指す50歳以上の方々を対象に、2011年度から支援事業を行っ
ております。この取り組みを通して、来るべき高齢化社会の生涯学習を促進し、よりよい社会作
りに貢献することをめざしています。
本事業は、国籍や性別を問わず、また、研究領域は文系・理系を問いません。独創的で社会的な
意義のある研究を行い、博士論文を執筆中あるいは提出が予定されているすべての方に門戸は開
かれています。皆様からの積極的なご応募をお待ちしております。

一般財団法人 生涯学習開発財団  博士号取得支援事業部
〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-1-20  虎ノ門実業会館9階   TEL 03-3508-4551
募集要項・申請書は➡ http://www.gllc.or.jp  E-mail  hakushi@gllc.or.jp

お問合せと募集要項の請求は下記まで
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プ
レ
ゼ
ン
力
が
養
え
る
。

　

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
は
、

サ
イ
エ
ン
ス
と
ア
ー
ト
は

同
じ
学
問
だ
っ
た
。「
サ

イ
エ
ン
ス
」
で
課
題
解
決

し
た
の
が
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
」、「
ア
ー
ト
」
で
課
題

解
決
し
た
の
が
「
デ
ザ
イ

ン
」
と
な
っ
た
。
重
要
な

の
は
、
４
つ
の
う
ち
ア
ー

ト
だ
け
が
時
代
を
経
て
も

古
臭
く
な
ら
な
い
こ
と
。

１
を
２
に
す
る
改
善
に
対

し
て
、
ア
ー
ト
は
０
か
ら

１
を
作
る
「
創
造
」
だ
か

ら
だ
。
問
題
提
起
を
し
て

普
遍
的
な
価
値
を
創
造
し

続
け
る
、
そ
れ
が
ア
ー
ト
の
役
割
な
の
だ
。

■ 

Ｍ
Ｆ
Ａ
が
ビ
ジ
ネ
ス
動
か
す

　

今
は
、
Ｍ
Ｆ
Ａ
（
美
術
学
修
士
）
の
時
代
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
大
手
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業

が
次
々
と
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
を
買
収
し
、
Ｉ
Ｔ

企
業
が
多
数
の
社
員
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
採
用
す
る
な

ど
、
ア
ー
ト
の
力
を
経
営
資
源
と
す
る
動
き
が
活

発
だ
。
そ
し
て
、
Ｍ
Ｆ
Ａ
を
持
つ
人
材
が
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
に
就
く
。
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
も
、
Ｍ
Ｆ
Ａ
が

財
団
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

多
元
的
共
生
社
会
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
考
え
る 

■ 

第
21
回 

レ
ポ
ー
ト

　
「
絵
が
上
手
く
な
り
た
い
」
と
い
う
参
加
者
が

多
く
い
た
。
増
村
氏
の
親
類
で
交
流
も
あ
っ
た
、

「
芸
術
は
爆
発
だ
」
の
岡
本
太
郎
氏
。
実
は
何
か

月
も
か
け
て
下
絵
と
な
る
ス
ケ
ッ
チ
を
繰
り
返
し

て
い
た
そ
う
だ
。
才
能
よ
り
も
意
識
の
し
か
た
、

た
と
え
ば
消
し
ゴ
ム
で
光
を
描
く
と
意
識
す
る

と
、
誰
で
も
格
段
に
絵
は
上
手
く
な
る
と
い
う
。

今
回
は
、
ア
ー
ト
の
持
つ
力
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

自
分
の
ア
ー
ト
力
開
拓
の
一
端
を
体
験
し
た
。

■ 

ア
ー
ト
は
生
き
る
た
め
の
武
器
？

　

発
想
力
は
、
論
理
と
感
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
揃
っ

た
時
に
生
ま
れ
る
。
左
脳
は
言
語
・
論
理
、
右
脳

は
画
像
・
直
感
を
司
る
が
、
今
ま
で
の
日
本
は
左

脳
重
視
だ
っ
た
。
戦
後
に
構
築
さ
れ
た
偉
大
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
い
つ
の
時
代
で
も
安
定
さ
せ
る

た
め
に
、論
理
的
思
考
が
必
要
だ
っ
た
。
し
か
し
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
求
め
ら
れ
る
現
在
で

は
、イ
メ
ー
ジ
や
直
感
が
必
要
と
さ
れ
る
。
本
来
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
的
な
思
考
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る

が
、
社
会
に
入
る
と
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
を
叩

き
込
ま
れ
、
直
感
力
が
低
下
す
る
。

　

日
本
で
の
ア
ー
ト
は
心
を
癒
す
も
の
だ
が
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
生
き
る
た
め
の
武
器
」
と
し
て

定
義
さ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
教
育
は
、
幼

稚
園
の
頃
か
ら
美
術
館
に
通
い
、
絵
の
批
評
か
ら

始
め
る
。
画
像
を
言
語
化
す
る
こ
と
で
交
渉
力
や

画
面
や
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
デ
ザ
イ

ン
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
行
な
う
サ
イ
ト
は
作
り
が

美
し
く
、
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｆ
Ａ
が

ビ
ジ
ネ
ス
を
動
か
し
て
い
る
実
例
だ
。

■ 

自
分
の
限
界
を
超
え
る
た
め
の
ワ
ー
ク

　

講
義
の
中
で
３
つ
の
ワ
ー
ク
を
試
み
た
。

　

ま
ず
は
「
名
探
偵
ゲ
ー
ム
」。
じ
ゃ
ん
け
ん
で

親
を
決
め
、
親
は
子
に
内
緒
で
10
枚
の
ア
ー
ト
カ

ー
ド
か
ら
１
枚
を
選
ぶ
。
子
は
親
に
、
Ｙ
ｅ
ｓ
・

Ｎ
ｏ
で
答
え
ら
れ
る
質
問
を
順
番
に
し
な
が
ら
、

親
が
選
ん
だ
カ
ー
ド
を
推
理
す
る
。
１
周
し
た
ら

せ
ー
の
で
推
理
し
た
カ
ー
ド
を
指
差
す
。
受
講
者

か
ら
「
同
じ
カ
ー
ド
で
も
人
に
よ
っ
て
視
点
が
違

っ
て
お
も
し
ろ
い
」
な
ど
の
感
想
が
出
た
。
直
感

で
捉
え
た
も
の
を
言
語
化
す
る
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

　

次
に
、「
自
分
の
タ
ッ
チ
を
知
る
」
ワ
ー
ク
。

速
い
タ
ッ
チ
か
ら
ゆ
っ
く
り
ま
で
４
段
階
の
タ
ッ

チ
を
体
感
し
、自
分
が
心
地
よ
い
タ
ッ
チ
を
探
る
。

続
い
て
の
自
由
画
は
、
脳
と
体
が
繋
が
り
意
識
下

に
あ
る
も
の
が
絵
に
な
り
や
す
い
と
の
こ
と
。
好

み
の
タ
ッ
チ
と
自
由
画
か
ら
、
そ
の
人
の
性
格
や

内
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
休
憩
時
間

に
は
半
数
ほ
ど
の
参
加
者
が
講
師
を
取
り
囲
み
、

臨
時
性
格
診
断
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
。

　
「
右
脳
と
左
脳
を
同
時
に
使
う
」
ワ
ー
ク
で
は
、

描
か
れ
て
い
る
人
の
横
顔
を
見
な
が
ら
、「
お
で

こ
、
鼻
、
上
く
ち
び
る
…
…
」
と
描
い
て
い
る
部

位
を
声
に
出
し
な
が
ら
、
左
右
対
称
に
一
筆
書
き

で
描
く
。
こ
れ
が
非
常
に
描
き
づ
ら
い
。
人
間
は

普
段
、
ま
ず
右
脳
で
画
像
認
識
し
て
か
ら
左
脳
で

言
語
化
し
て
い
る
。
そ
れ
を
同
時
に
行
い
、
混
乱

さ
せ
な
が
ら
活
性
化
を
試
み
る
ワ
ー
ク
だ
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
限
界
は
ア
ー
ト
で
超
え
ろ
！

〜
実
践
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜

2019年９月14日　AP東京 八重洲通り
講師：増村 岳史　アート・アンド・ロジック株式会社 代表取締役
学習院大学経済学部卒業後、株式会社リクルート入社。マーケティング、営業を経て映画、音楽の製作および出版事業を経
験。リクルート退社後、音楽配信事業に携わったのち、テレビ局や出版社とのコンテンツ事業の共同開発に従事する。2015
年、アートと人々との垣根を越えるべく誰もが驚異的に短期間で絵が描けるプログラムを開発、アート／アンド／ロジック株式
会社を立ち上げ現在に至る。代々のアート家系で、祖父は人間国宝。

増村岳史氏左脳と右脳を同時に使うワーク

親が選んだ絵札を、子が順に質問をして
いって推理する「名探偵ゲーム」。

受講者に人気があった自分のタッチを知るワーク
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